１．	CCS7とは
CCS7 - what's that?
"CCS"は "Callsign Communication System"の略です。 G2コールサインルーティングシステムの最適な代替品として開発されました。CCSルーティングは、コールサインに基づいて開始することもできますが、DTMFによって簡単に入力できる数値IDに基づいて開始することもできます。
非常に迅速にDTMFコードを使用することが最も一般的な方法となりました。
DSTARコールサインルーティングのためにCCSコードが導入された時点では、誰もその承認が今日のように高くなるとは考えていませんでした。
当初、多くの人々が "私たちはアマチュア無線でコールサインを持っていて、数字を必要としません"、 "現在のG2コールサインルーティングで十分です"などの議論を持ち出しました。
しかし、このシステムは、DCSリフレクターシステムが非常に高速に成長し、主要なシステムとなったドイツ語圏で最初にセットアップされました。
DCSとCCSが密接に接続されている場合、コールサインルーティングシステムCCSはDCSリフレクタメカニズムを使用して、コールサインルーティングのためにリピータを相互に接続します。
CCS Callsign Routingは、基本的に2つのリピータを仮想リフレクタで透過的に接続します
DTMFシステムは、約9000のCCS-IDを提供する4桁の数値コードを使用します。
ユーザーとリピーターは同じアドレス空間を共有します。
2014年末にかけて、このアドレス空間は将来の発展のために十分に大きくないことが明らかになりました。

2015年には、DCSリフレクターシステムの管理者がユーザーのために基本的な登録を行うように強制するいくつかの法的要件がありました。 彼らはCCS登録を使用することに決めました。 これにより、CCS-IDの需要が再び増加し、それが不足しています。
最初のステップとして、長い時間使用されていなかったIDを新しいユーザーが登録できるように再割り当てする必要がありました。これはいくつかの問題を引き起こしました

2014年にCCSの新しいIDシステムについて既に考えましたが、多くのクライアントソフトウェアを変更する必要があるという事実は常に私たちを抑止しました。
今、圧力はそこにあります、他の方法はありません、私たちはそれを行う必要があります！


CCS7
新しいシステム、独自のナンバリングスキーム、新しいデータベースサーバー、新しい管理システム、新しい管理者の採用、新しいエラーやユーザーの混乱を生み出すことができるようになりました。
しかし、我々はまた、長年使用されている、既存のよく設計された良好な作業システムを使用することもできます。
デジタル音声システム「DMR」（Digital Mobile Radio）がMARCグループによってアマチュア無線に導入されたとき、彼らはDSTARのようなアマチュア無線用に開発されなかったシステムに直面していました。 1つの事実は、ルーティングと識別に英数字のコールサインを使用できないということでした。 しかし、それはアマチュア無線の要件に合った非常に良いシステムであり、多くの新しい開発や活動が可能です。
The compromise which is accepted meanwhile by most authorities worldwide is a numeric ID system which assigns an ID unique to a callsign in a public readable database.
Some intelligent OMs defined a structured ID scheme which is based on the "ITU Mobile Country Code" (MCC).
This code is also used in many commercial networks like in telephone networks.
The numbering system uses a hierarchic structure, the 1st digit represents the continent (2=Europe,3=North-America, 4=Asia, 5=Australia/Oceanien,6=Africa,7=South-America). The leading 3 digits identify the country, for example 235 for the UK, 262 for Germany, 310-319 for the United States, 655 for South Africa etc.
In Amateur Radio we use 4 more digits for User-IDs, 3 more digits for Repeater IDs. Some countries use 1 digit after the MCC for a regional structure like for States, Kantone, Bundesländer.
世界中の大部分の当局によって受け入れられている妥協案は、一般に判読可能なデータベースのコールサインに固有のIDを割り当てる数値IDシステムです。
インテリジェントOMの中には、「ITU Mobile Country Code」（MCC）に基づく構造化IDスキームが定義されているものもあります。
このコードは、電話網のような多くの商用ネットワークでも使用されています。
ナンバリングシステムは階層構造を使用し、第1桁は大陸（2 =ヨーロッパ、3 =北米、4 =アジア、5 =オーストラリア/オセアニアン、6 =アフリカ、7 =南米）を表します。 英国の場合は235、ドイツの場合は262、米国の場合は310-319、南アフリカなどの場合は655など、先頭の3桁が国を識別します。
アマチュア無線では、ユーザIDに4桁、リピータIDに3桁を使用します。 一部の国では、州、Kantone、Bundesländerのような地域構造のためにクライアントセンターの後に1桁の数字が使用されています。

ITU-MCCに関する詳しい情報は、WikipediaおよびITUのウェブページをご覧ください。
アマチュア無線で使用されているIDの完全なリストは、ITU-MCCの国/プレフィックス別のID番号と地域IDです。

このシステムは、国ごとに約10000のIDを提供し、古いCCSシステムより多くのIDを提供します。
（２０１５年８月現在、世界中に45000人のDSTARユーザーがUS-Trustシステムに登録しており、世界中に約16000のDMR登録を行っています）。
テクニカルビューから、この7桁スキームは、CCSネットワークプロトコルの変更なしに利用可能な全領域を使用します。 プライベートDSTARホットスポットの追加モジュールIDとともに、8桁のアドレスフィールドに適合します。



There are 2 (DMR-)Registrationsystems available, one in the US for the continent IDs 3, 4, 5 and 7 and one in Europa for the continent IDs 2 (Europa) and 6 (Africa).
This registration systems use synchronized databases and one common address base - one single registration wordwide.
The European system is currently also connected to the the database of the DMRplus-Network. A registration in one of the 2 registration systems is required to be routed in the DMRplus network. The European system provides all registered user and repeater addresses regular to the DMRplus Masters and Gateways worldwide. 
米国では大陸ID 3,4,5,7の2つ（ヨーロッパ）、大陸ID 2（ヨーロッパ）と6（アフリカ）の2つの登録システムが利用可能です。
この登録システムは、同期データベースと1つの共通アドレスベースを使用しています。
欧州のシステムは現在、DMRplus-Networkのデータベースにも接続されています。 2つの登録システムの1つに登録するには、DMRplusネットワークでルーティングする必要があります。 欧州システムは、登録されたすべてのユーザーとリピータのアドレスを、世界中のDMRplusマスターとゲートウェイに定期的に提供します。

We decided to use the existing DMR-IDs also as a base for a new DSTAR ID scheme and called the 7-digit CCS-ID "CCS7".
Advantages:
Larger address space
Userfriendly, only one ID for different Digital Voice systems
Easy to use with Gateways between the digital voice networks like it comes up in the DMRplus network
A structure which is easy to handle and coordiniate
Existing database, many existing IDs for DSTAR-users who also use DMR
A big step to one common digital voice infrastructure
既存のDMR-IDを新しいDSTAR IDスキームのベースとしても使用することを決定し、7桁のCCS-ID「CCS7」を呼び出しました。
利点：
より大きなアドレス空間
ユーザーフレンドリーで、異なるDigital Voiceシステム用に1つのID
DMRplusネットワークのように、デジタル音声ネットワーク間のゲートウェイで簡単に使用できます。
扱いやすく、調整しやすい構造
既存のデータベース、DMRも使用しているDSTARユーザーの多くの既存ID
1つの一般的なデジタル音声インフラストラクチャに対する大きな一歩

Consequences:
In practice the users will only get a new CCS-ID.
In national calls to users, repeaters and hotspot modules everything remains the same like today with the 4- and 5-digit codes.
The CCS-system automatically adds the MCC (Mobile Country Code / the first 3 digits) from the sender's ID to the destination address.
結果：
実際には、ユーザーは新しいCCS-IDのみを取得します。
ユーザー、リピータ、ホットスポットモジュールへの国内通話では、今日のように4桁と5桁のコードがすべて同じです。
CCSシステムは、送信者のIDから宛先アドレスにMCC（モバイル国コード/最初の3桁）を自動的に追加します。

Example:
DL5DI's DMR-ID is 2625007 (with the MCC = 262 for Germany) 
A station with a German ID may use the 4 digit code "5007"
A station with an ID from another country needs to use the complete ID including MCC for Germany, "2625007"
例：
DL5DIのDMR-IDは2625007です（ドイツではMCC = 262）
ドイツのIDを持つ駅は、4桁のコード "5007"
他国のIDを持つ駅では、ドイツのMCCなどのIDを完全に使用する必要があります。「2625007」

The way how to address repeaters and modules of DSTAR hotspots remains unchanged, the MCC will be added in the same way like shown before for users if the destination has another MCC than the sender. The new system will only allow to use 4 different modules (A-D) for use with DTMF.
DSTARホットスポットのリピータとモジュールの処理方法は変更されません。宛先に送信者以外のMCCがある場合は、以前と同じ方法でMCCが追加されます。 新しいシステムでは、DTMFで使用するために4つの異なるモジュール（A〜D）のみを使用できます。

We will provide more samples on this and change existing documentation at a later time.
The current 4-digit CCS-IDs may no longer be used in the new system, there would be many collisions with existing DMR-IDs.
これについてさらにサンプルを提供し、後で既存のドキュメントを変更します。
現在の4桁のCCS-IDは新しいシステムでは使用できなくなるため、既存のDMR-IDとの衝突が多く発生します
Users who already have a registered DMR-ID do not need to change anything on their registration. If you for any special reason should have more than one registered DMR-ID the lowest will be the CCS7-ID!
The CCS7 system won't allow to use more than one CCS ID per callsign, the assignment has to be unique, differentiation for private hotspots or several modems and dongles may be made with the optional module ID.
When the system has been rolled out we will switch the old CCS registration system off.
すでにDMR-IDが登録されているユーザーは、登録時に何も変更する必要はありません。 特別な理由がある場合は、DMR-IDが複数登録されている必要があります。最も低いのはCCS7-IDです！
CCS7システムでは、コールサインごとに複数のCCS IDを使用することはできません。割り当ては固有のものでなければなりません。プライベートホットスポットまたはいくつかのモデムとドングルは、オプションのモジュールIDで行うことができます。
システムが導入されると、古いCCS登録システムがオフに切り替わります。

What has to be done now?
You should register for a DMR-ID now.
This 7 digit ID is your new DTMF-code, 3 digit country code, not used in national calls, and 4 digit individual ID.
今何をする必要がありますか？
今すぐDMR-IDに登録してください。
この7桁のIDは、新しいDTMFコード、3桁の国コード、国内通話では使用されず、4桁の個人IDです。

What has been released or may be tested until today?
We are moving step by step to the new system.
- Servers have been set up
- a new version of ircDDBGateway with CCS7 client has been released, gateways should be updated as soon as possible.
- the CCS7 protocol specs are available in the files area of the Yahoo Group "DVRPTR" or on request from me (dl5di).
今日までに何がリリースされたかテストされたでしょうか？
我々は新しいシステムにステップバイステップで移動しています。
- サーバーがセットアップされている
- CCS7クライアントを搭載したircDDBGatewayの新しいバージョンがリリースされました。ゲートウェイはできるだけ早く更新されるべきです。
- CCS7プロトコルの仕様は、Yahoo Group "DVRPTR"のファイル領域で、または私の要求に応じて（dl5di）利用可能です。

Our schedule:
All hard- and software-systems which connect to the CCS network have to be modified!
We have set up the first new CCS7 servers and will upgrade all others step by step.
Jonathan G4KLX, the author of ircDDBGateway which is the most common DSTAR repeater and gateway software worldwide, has released the CCS7 enabled gateway software.
It is available in the Yahoo-group and on the repository servers.
The old CCS system is not compatible to the new, it will be replaced within next few weeks.
The names of the new servers are CCS701, CCS702 ...
The new protocol specs for developers may be requestet from me (DL5DI). It is available in English language.
During the transition phase CCS and CCS7 may run parallel for a while, the servers will be connected and addresses be translated, but we will keep this time as short as possible. It will cause some confusion for users because they have to use different IDs on the different systems for the same destination. We recommend an update as quick as possible.
私たちのスケジュール：
CCSネットワークに接続するハードウェアおよびソフトウェアシステムはすべて修正する必要があります。
最初の新しいCCS7サーバーをセットアップし、他のすべてのサーバーを段階的にアップグレードします。
世界中で最も一般的なDSTARリピータおよびゲートウェイソフトウェアであるircDDBGatewayの著者Jonathan G4KLXは、CCS7対応ゲートウェイソフトウェアをリリースしました。
これは、Yahooグループとリポジトリサーバで利用できます。
古いCCSシステムは新しいものと互換性がなく、今後数週間以内に交換されます。
新しいサーバーの名前はCCS701、CCS702 ...
開発者のための新しいプロトコル仕様は、私からの要求（DL5DI）かもしれません。それは英語で利用可能です。
移行フェーズでは、CCSとCCS7はしばらくの間パラレルに実行され、サーバは接続され、アドレスは変換されますが、この時間はできるだけ短くします。同じ宛先に対して異なるシステム上で異なるIDを使用する必要があるため、ユーザーに混乱を招くことになります。できるだけ早くアップデートをお勧めします。

The new CCS7-IDs will be required in future to get access to the DCS reflector network, like it is already the case on several servers in Europe. This has legal reasons and is based on some experiences with stupid people during the last year.
新しいCCS7-IDは、ヨーロッパのいくつかのサーバで既にそうであるように、将来DCSリフレクタネットワークにアクセスするために必要となります。 これは法的理由があり、昨年の愚かな人とのいくつかの経験に基づいています。
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CCS7 - what's that?

Review
"CCS" stands for "Callsign Communication System". It was developed several years ago as an optimized alternative to the G2 callsign routing system.
CCS routing may be initiated based on callsigns, but also based on a numeric ID which may easily be entered by DTMF.
Using DTMF codes very quickly became the most common way.
When the CCS-Code was introduced for DSTAR callsign routing, nobody expected that the acceptance would be as high as we see it today.
At the beginning many people brought up arguments like "we have callsigns in amateur radio and do not need numbers", "the current G2 callsign routing is good enough" etc..
However, the system was setup first in the German language area where the DCS reflector system grew very fast and became the leading system.
DCS and CCS are closely connected, the callsign routing system CCS uses the DCS reflector mechanism to connect repeaters together for callsign routing.
CCS Callsign Routing basically connects 2 repeaters transparent together through a virtual reflector.
The DTMF system uses 4-digit numeric codes which provides about 9000 CCS-IDs.
Users and repeaters share the same address space.
Towards end of 2014 it became visible that this address space wont be large enough for future development.
Users of CCS saw many advantages compared to the classic callsign routing, 
- where calls are directed blind via repeaters without knowing if there runs a QSO at the other end, 
- where reflectors on both sides get disturbed by incoming calls and phantom QSOs where they only hear one side,
- where the adressed recipient has to accept an incoming call within a short timeframe before he can talk,
- where complete callsigns with alpha characters have to be entered to address somebody which is much harder to do in many situations (like when working mobile) than to enter a 4-digit DTMF code to the DTMF keyboard of the microphone.
Beginning of 2015 we saw some legal requirements which forced the admins of the DCS reflector system to introduce a basic registration for users. They decided to use the CCS registration for that. This increased the demand for CCS-IDs again and it run short.
As a first step IDs which had not been used for a longer time had to be re-assigned to allow new users to register - which caused some issues.

We already thought about a new ID system for CCS in 2014, but the fact that a lot of client software would need to be changed always deterred us.
Now the pressure is there, there is no other way, we have to do it!

CCS7
We could now invent a new system, an own numbering scheme, new database servers, new admin systems, recruit new admins, create new errors and confusion for users.
But we could also use an existing, well designed and good working system which is in use since many years.
When the Digital Voice system "DMR" (Digital Mobile Radio) was introduced to Amateur Radio by the MARC-Group they were facing a system which was not developed for Amateur Radio like DSTAR. One fact was, that it did not allow to use alphanumeric callsigns for routing and identification. However, it is a very good system which fits good to our requirements in Amateur Radio and allows a lot of new developments and activities.
The compromise which is accepted meanwhile by most authorities worldwide is a numeric ID system which assigns an ID unique to a callsign in a public readable database.
Some intelligent OMs defined a structured ID scheme which is based on the "ITU Mobile Country Code" (MCC).
This code is also used in many commercial networks like in telephone networks.
The numbering system uses a hierarchic structure, the 1st digit represents the continent (2=Europe,3=North-America, 4=Asia, 5=Australia/Oceanien,6=Africa,7=South-America). The leading 3 digits identify the country, for example 235 for the UK, 262 for Germany, 310-319 for the United States, 655 for South Africa etc.
In Amateur Radio we use 4 more digits for User-IDs, 3 more digits for Repeater IDs. Some countries use 1 digit after the MCC for a regional structure like for States, Kantone, Bundesländer.

Please find more information on the ITU-MCC at Wikipedia and on the webpages of the ITU.
A complete list of IDs which are used for Amateur Radio may be found here: ITU-MCC by country/prefix here and regional IDs here.

This system provides about 10000 IDs per country, many, many more than the old CCS system.
(We have currently 45000 DSTAR users worldwide registered at the US-Trust system and about 16000 DMR registrations worldwide).
From technical view this 7 digit scheme uses the full space which is available without changes in the CCS network protocol. Together with an additional module ID for private DSTAR hotspots it fits to the 8 digit address field.

There are 2 (DMR-)Registrationsystems available, one in the US for the continent IDs 3, 4, 5 and 7 and one in Europa for the continent IDs 2 (Europa) and 6 (Africa).
This registration systems use synchronized databases and one common address base - one single registration wordwide.
The European system is currently also connected to the the database of the DMRplus-Network. A registration in one of the 2 registration systems is required to be routed in the DMRplus network. The European system provides all registered user and repeater addresses regular to the DMRplus Masters and Gateways worldwide. 

We decided to use the existing DMR-IDs also as a base for a new DSTAR ID scheme and called the 7-digit CCS-ID "CCS7".
Advantages:
Larger address space
Userfriendly, only one ID for different Digital Voice systems
Easy to use with Gateways between the digital voice networks like it comes up in the DMRplus network
A structure which is easy to handle and coordiniate
Existing database, many existing IDs for DSTAR-users who also use DMR
A big step to one common digital voice infrastructure

Consequences:
In practice the users will only get a new CCS-ID.
In national calls to users, repeaters and hotspot modules everything remains the same like today with the 4- and 5-digit codes.
The CCS-system automatically adds the MCC (Mobile Country Code / the first 3 digits) from the sender's ID to the destination address.

Example:
DL5DI's DMR-ID is 2625007 (with the MCC = 262 for Germany) 
A station with a German ID may use the 4 digit code "5007"
A station with an ID from another country needs to use the complete ID including MCC for Germany, "2625007"

The way how to address repeaters and modules of DSTAR hotspots remains unchanged, the MCC will be added in the same way like shown before for users if the destination has another MCC than the sender. The new system will only allow to use 4 different modules (A-D) for use with DTMF.
We will provide more samples on this and change existing documentation at a later time.
The current 4-digit CCS-IDs may no longer be used in the new system, there would be many collisions with existing DMR-IDs.
Users who already have a registered DMR-ID do not need to change anything on their registration. If you for any special reason should have more than one registered DMR-ID the lowest will be the CCS7-ID!
The CCS7 system won't allow to use more than one CCS ID per callsign, the assignment has to be unique, differentiation for private hotspots or several modems and dongles may be made with the optional module ID.
When the system has been rolled out we will switch the old CCS registration system off.

What has to be done now?
You should register for a DMR-ID now.
This 7 digit ID is your new DTMF-code, 3 digit country code, not used in national calls, and 4 digit individual ID.

What has been released or may be tested until today?
We are moving step by step to the new system.
- Servers have been set up
- a new version of ircDDBGateway with CCS7 client has been released, gateways should be updated as soon as possible.
- the CCS7 protocol specs are available in the files area of the Yahoo Group "DVRPTR" or on request from me (dl5di).

Our schedule:
All hard- and software-systems which connect to the CCS network have to be modified!
We have set up the first new CCS7 servers and will upgrade all others step by step.
Jonathan G4KLX, the author of ircDDBGateway which is the most common DSTAR repeater and gateway software worldwide, has released the CCS7 enabled gateway software.
It is available in the Yahoo-group and on the repository servers.
The old CCS system is not compatible to the new, it will be replaced within next few weeks.
The names of the new servers are CCS701, CCS702 ...
The new protocol specs for developers may be requestet from me (DL5DI). It is available in English language.
During the transition phase CCS and CCS7 may run parallel for a while, the servers will be connected and addresses be translated, but we will keep this time as short as possible. It will cause some confusion for users because they have to use different IDs on the different systems for the same destination. We recommend an update as quick as possible.

The new CCS7-IDs will be required in future to get access to the DCS reflector network, like it is already the case on several servers in Europe. This has legal reasons and is based on some experiences with stupid people during the last year.
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